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宮川創のプロフィール

● 北海道大学（学士）→　京都大学（修士）→

ゲッティンゲン大学（博士）→関西大学（ポス

ドク） →京都大学（助教）→国語研（助教）→

筑波大（准教授）

● ゲッティンゲン大学エジプト学・コプト学専

修でDr. phil. (Koptologie)取得

● 古代末期エジプトで、エフェソス公会議とカ

ルケドン公会議という、キリスト教史上、重

要な時期を生きたシェヌーテの手紙におけ

る詩篇の引用を中心に研究（コプト語文献

とギリシア語文献を大量に扱う）

東海大学古代エジプト及び中近東コレク
ション（東海大学文明研究所）での調査の
ようす

https://egypt.civilization.u-tokai.ac.jp/
https://egypt.civilization.u-tokai.ac.jp/


ゲッティンゲン大学でコプト学とコーパス言語学とDHを学ぶ

● ドイツ研究振興協会（DFG）の5年間のプロ

ジェクトで、コプト語文献のデジタルエディ

ションおよびデジタルコーパスを作成する有

給研究員として働きながら修学

● 文献のデジタル化の恩恵を受ける側である

と同時に、文献のデジタル化をする側でも

あった（Coptic SCRIPTORIUM、

Papyri.info、CoptOTなど）

2022年度情報処理学会
山下記念研究賞

（「デジタルコーパスを用いたデー
タ駆動型の間テクスト性研究」）

https://copticscriptorium.org/
https://papyri.info/
https://coptot.manuscriptroom.com/
https://www.ipsj.or.jp/award/yamasita2022-detail.html


ゲッティンゲンとゲッティンゲン大学

● ニーダーザクセン州・最南部のゲッティンゲ
ン郡にある都市

● 1737年創立の
Georg-August-Universität 
Göttingenを中心にした大学都市

● 発表者は、Philosophische Fakultätの
Seminar für Ägyptologie und 
KoptologieのPromotionに所属

● 同時にDFGのSFB 1136で
Wissenschaftlicher Mitarbeiterとし
て働く 

● 最初の2年間は、DFGとNEH共同プロジェ
クトKELLIAでもWissenschaftlicher 
Mitarbeiterとして働く　



ドイツの博士課程

● 学費（実質）無料
● Semesterticketの料金

● 保険など

● 指導教官が許せば永遠に博士課程に在籍で

きる

● 福利厚生（州内の電車が無料、市内交通無

料、様々な割引など）

● 何らかの形で働いて給料をもらうのが普通
● 研究員（プロジェクトで働いたり、授業をしたり）

● 研究助手

● 図書館や事務の仕事

● 奨学金も充実
● DAAD

● Brot für Welt

● KAAD など



研究員（Wissenschaftlicher Mitarbeiter = Research Fellow)

● ドイツの大学は公立大学が多く、公務員

とおなじ給料スケール（TV Lスケール)

● 私の場合、最初の2年間は、2つのプロ

ジェクト掛け持ちでTV L 13の95%

で、月に3,600ユーロくらいの月収

● 税金が高く、40%くらい取られて、結局

2,400ユーロくらい

● ただ、社会保険や失業保険や健康保険

が込みで、医療費無料、失業手当が出

る、必要なら生活保護　(Harz-IV) も

● 病院での診察や手術や入院は無料、医

療レベルは高いと言われている



研究員の財源は豊富

● 通常は、講座・専修の資金で雇われるか、プロジェクト資金で雇われる

● プロジェクトの財源
● 大学・州・市による助成

● 欧州研究委員会 (ERC)：様々な助成

● 連邦教育・研究省 (BMBF)：様々な助成

● ドイツ研究振興協会 (DFG) 

● Excellenzcluster（5年ごとに選ばれる）

● SFB 特別研究領域/共同研究センター（4年ごとに更新、最長12年）

● 他にも多数

● デジタルインフラストラクチャ系

● DARIAH-DE, CLARIN-D, CLARIAH, OpenAIRE, NFDI など 

● 学術アカデミー

● その他、財団系

● フンボルト財団、フォルクスヴァーゲン財団、フリッツ・テュッセン財団など

● 宮川が雇われたのは、DFGのSFB (特別研究領域/共同研究センター)1136

https://erc.europa.eu/homepage
https://www.bmbf.de/bmbf/de/home/home_node.html#:~:text=Bundesministerium%20f%C3%BCr%20Bildung%20und%20Forschung%20%2D%20BMBF
https://www.dfg.de/jp/index.jsp


DFGとSFB 1136

● Deutsche Forschungsgemeinschaft 「ドイツ研究振興協会」
● SFB、Excellenzcluster、Forschergruppeなどの助成を行う

● SFB: Sonderforschungsbereich
● 日本語では「特別研究領域」？しかし、公式英訳は「Collaborative Research Centre」で、日

本語訳は「共同研究センター」？

● 財政：4年間で6,700,000ユーロ

● 私が働いていたのは、ゲッティンゲン大学に設置されたSFB 1136: Bildung 

und Religion in Kulturen des Mittelmeerraums und seiner 

Umwelt von der Antike bis zum Mittelalter und zum 

Klassischen Islam　「古代から中世及び古典イスラム期にかけての地中海圏

とその周辺の文化における教育と宗教」

https://www.dfg.de/


コプト語は(古代) エジプト語の最終段階

● アフロ・アジア語族エジプト語派の言語

● コプト文字で書かれたエジプト語

● コプト文字：ギリシア文字24文字+6-9文字のエ

ジプト民衆文字由来の文字

● 紀元前のプトレマイオス朝期から、ギリシア文字

によるエジプト語表記の試み（Old Coptic）

● 2–3世紀頃に綴りの標準化が進み、以降コプト文

字で書かれたエジプト語をコプト語と呼ぶ

● 貴重な宗教文献（キリスト教、マニ教、グノーシス主義

等）



コプト語の現在と復興運動

● 17世紀にコプト語話者がいたとする記録はあ

るのを最後に、話し言葉としてコプト語を使う

者は確認されていなかったが、19世紀後半か

ら、コプト語を日常言語として復興するコプト
語復興運動が始まる

● 文語（コプト正教会の典礼言語）としては、コプ

ト語は現代まで使い続けられている

● シャンポリオン以来、古代エジプト語（ヒエログ

リフ、ヒエラティック、デモティック）資料の解読
の鍵となる



ゲッティンゲン大学エジプト学コプト学専修とコプト語

● シャンポリオンによる「ヒエログリフの解読」(1822)と近代エジプト学の始まり

● ドイツで２番目にできたエジプト学専修

● エジプト語はその末裔であるコプト語を用いて解読されてきたことから、当初

はコプト語文献学をメインとするコプト学も専修名に加わる

● ドイツでエジプト学コプト学を冠している大学は、ミュンスター大学、ゲッティン

ゲン大学、ミュンヒェン大学だが、コプト学を学べる大学は、ライプチヒ大学、ベ

ルリン自由大学、フンボルト大学、ハイデルベルク大学、ヴュルツブルク大学な

ど数多い

https://www.uni-goettingen.de/de/321451.html


SFB 1136 1年目 (2015/6-2016/5)

● 宮川は2015/10からSFB 1136に加入

● BMBFのeTRAPプロジェクトとテキスト・リユース（引用や引喩など）探知ソフト

TRACERをコプト語に適用させ始める

● コプト語文献の効率的なデジタルコーパス化のためにコプト語OCRの開発を始

める
○ eTRAPの主任研究者のMarco Büchlerの情報学演習の授業でこのプロジェクトが開始

○ 情報学の学部生（9年目）のKirill Bulertとともにコプト語OCRモデルの開発に取り組む

● 全米人文科学基金・ドイツ研究振興協会ジョイントプロジェクトであるKELLIAに

て、ヨーロッパでのDHにおけるテキストマークアップの基本であるTEIの伝授を

受け、TEIを用いて、様々なデータを機械可読化にする



BMBFプロジェクトeTRAPとの共同研究

● Bundesministerium für Bildung und Forschung - BMBF 連邦教

育・研究省のEarly Career Research Group （2015年3月1日から4年

間）、1,600,000ユーロ

● TRACERというテクスト・リユース（引用や引喩など）探知のプログラムを開発

● 筆者が写本を翻刻して作成した、4－5世紀の修道院長シェヌーテのコプト語

コーパスと、ゲッティンゲン科学アカデミーのコプト語訳聖書コーパスの間で、

テクスト・リユースを探知

https://www.etrap.eu/historical-text-re-use/


そのほか、ミュンスター大学新約聖書本文研究所との共同

● ネストレ=アーラント版の拡大版であるEditio Critica Majorの編纂で使われ

ているDigital Manuscript Roomを用いてシェヌーテ書簡のデジタル学術

編集版（デジタル・エディション）を作成



SFB 1136 2年目 (2016/10-2017/9)

● 国際コプト学会(クレアモント、カリフォルニア）にて
シェヌーテの書簡における初期のTRACERの結果
と聖書引用の分析を発表

● この学会前にあったKELLIAの研究集会で、
KELLIAホームページの進捗状況と、OCRサイト
の進捗状況を発表

● SFBの旅費（1年間2000ユーロ）で、ギリシア、
ポーランド、イタリアの学会など行って、発表した
り、チュートリアルを受けたりする

● DHの学会：　DATeCH2017 (ゲッティンゲン）、
AIUCD（ヴェネツィア）、DH2017（モントリオー
ル）



コプト語OCR

● ２０１5-2016年当時、ニューラルネットワーク機械学習系OCRの主流だった

OCRopusとTesseractをコプト語文献で学習させた

現在は、専ら機械学習系手書きテキスト認識ソフト
Transkribusを学習させて用いている

https://academic.oup.com/dsh/article/34/Supplement_1/i135/5476096?login=false
https://app.transkribus.eu/


SFB 1136 3-4年目 (2017/10 – 2019/9)

● 博論の執筆を本格化させる

● アメリカ合衆国、スウェーデン、イギリス、フランス、イタリア、イスラエルなどに研究調査滞在

● フランス国立図書館やナポリ国立図書館や大英図書館などの写本のデジタル翻刻も完成させ

る

● 第二期に向けて、博論を執筆するとともに、ポスドクになる準備もする

● 指導教官との幾度にも渡る執筆・コメント・修正の繰り返しで大体博論はでき、第二期の

Wissenschaftlicher Mitarbeiterの内定ももらった

● DFGのEvaluationは良い結果だったらしく、第二期は確実だと思われた

● →しかし、二期目が始まる１ヶ月前にSFB1136は、DFGの財政的な理由から（？）第二期目を

続行できないことに

● →Arbeitsamtで急いで失業手当の申請をする

● しかし、失業手当が出る5日前に、DFGが、既に二期目に内定している人限定で、1年間雇用す

る通知が来る



SFB1136　5年目 (2019/6-2020/5)

● 第二期目に内定していた人のみがSFBに残る

● 残った人も別の内定を受け、次々と去っていく

● 博士論文を一旦はほぼ完成させ、スウェーデン・ウプサラ大学のエジプト学の学

会で一部を発表するが、2020/6からのことを案じて不安になる

● 大英博物館のコプト語写本のカタログ作成（９ヶ月）の職に受かるが、ブレクジッ

トによって、労働条件など色々変わって行けないことになった

● ヘブライ大学の1年間の留学プログラムに採択される

● 3月から本格的にコロナが蔓延しているときに、関西大学から職のオファーを受

ける

● 指導教官の薦めにしたがって、2020/4から関西大学のアジア・オープン・リ

サーチセンター「KU-ORCAS」で働き始める

https://www.ku-orcas.kansai-u.ac.jp/
https://www.ku-orcas.kansai-u.ac.jp/


作成したコーパスとデジタルエディション



コプト語での自然言語処理とコーパス

👈

コプト語テキスト入力

Universal Dependencies
での係り受け解析

XML / SGML での形態素分析

エンティティ認識

Coptic NLP Service
20

https://tools.copticscriptorium.org/coptic-nlp/


ドイツのDHの特徴

● 公的資金が多数投入されている

● 有期のプロジェクトで多数の学生とポスドク、PD、Juniorprofessur、

Apl-Prof.が雇われている
● 多くのプロジェクトは2-5年で終了するため、プロジェクトの終了とともに新しいプロジェクトに

参加し、引越して「渡り歩く」キャリアの研究者が多い

● エジプト学コプト学講座のように小さな専修では、無期雇用の研究者は専修のトップの教授のみ

で、その教授の指揮の元、複数の有期・無期雇用の教員・研究者が働いている

● 学生はWissenshaftliche*r Mitarbeiter*in以外にも、Wissenschaftiliche 

Hilftskraft、Studentische Hilftskraftなどが雇われる

● ITエンジニアをWMなどで雇うか、コンピュータ科学者と共同研究という形で組

んでいるDHプロジェクトが多い

● 人文学のプロジェクトは、何らかの形でDHをしていることが多い
● DHプロジェクトへのデータ登録などが学生を雇える仕事になっている



ドイツのDHでの標準形式：TEIとIIIFとLODとCC

● TEI (Text Encoding Initiative)
● 人文学のテクスト（写本・碑文・書簡・歴史的出版物の翻刻、校勘情報、言語学的コーパスなど）の

構造化による機械可読化

● TEI Guidelinesが定めたXML形式

● 豊富な視覚化と分析ツール

● 文献学系の多くのDHプロジェクトが使用

● IIIF (International Image Interoperability Framework)
● 高精細画像を低負荷で表示すると同時に相互運用可能にする

● メディアの比較とアノテーション

● 最近は、画像だけでなく、音声・動画・３Dに対応

● LOD (Linked Open Data)
● 柔軟な知識・メタデータ・データの蓄積・検索、セマンティック・ウェブ

● CC (Creative Commons)
● ライセンスの標準形式： CC BY (二次利用の際に著作者の表示義務）など



IIIF （国際的な画像の相互運用のための枠組み）

● 世界各地の有力な研究図書館により，様々な技術を結集して始められた高精細
画像相互運用技術

● 大英図書館，オックスフォード大学ボドリアン図書館，フランス国立図書館

（Gallica）等，世界中の多くの 著名な MLAK がデジタルアーカイブに採用

● 日本でも現在，様々な図書館，大学図書館，博物館，美術館などが IIIF を採用⇨

急速に普及中

● デジタルアーカイブ横断検索ポータルで活用
● ヨーロッパの Europeana

● 日本のジャパンサーチ、Cultural Japan

● 面白い活用例： Cultural Japan Self Museum

IIIFビューワの1つ：Mirador 

https://self-museum.cultural.jp/
https://mirador-dev.netlify.app/__tests__/integration/mirador/


IIIF

国際的画像相互運用可枠組み・トリプルアイエフ
International Image Interoperability Framework 学術的比較学術的注釈

＋（ここがメインですが）相互運用

The SAT Daizōkyō Text Database 
https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/index_en.html



LOD： Linked Open Data

● RDF（資源記述枠組み）＝LODのフレーム
ワーク

● RDFはJSON，XML，Turtleなどの形式
で柔軟に記述可能

● トリプル（主語，述語，目的語）ですべての
情報を記述

● 非常に柔軟な情報の蓄積・検索ができる

● セマンティック・ウェブ

The Linked Open Data Cloud 
(https://lod-cloud.net/)



オープンサイエンスの動向

● 論文を公開するだけでなく論文のデータも公開する

● 研究結果の検証性・再現可能性の確保

● 引用の効率性、インパクトファクタの測定可能性

● 研究論文、データにDOI（デジタルオブジェクト識別子）
● 各種リポジトリの発展・義務化

○ Zenodo（欧州連合CERN、OpenAIREなど）

○ PubMed

○ その他さまざまなリポジトリ

● 論文・データセットのオープンアクセス（OA）

● ライセンスの標準化・簡略化
○ Creative Commonsライセンス (CC BY 4.0、CC0など）

● 人文学は他分野と比べ遅れている（と言われる）

https://zenodo.org/
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/
https://creativecommons.jp/


Canonical Text Service（CTS）

「Canonical Text Services (CTS) は、正準参照で
引用されたテキストのパッセージを識別し、取得するた
めのプロトコルである。Canonical （旧称：Classical）
Text Services仕様は、古典学やその他の文学分野で
伝統的な「作品」と「引用」の概念を用いて、テキストの識
別やテキストの断片を取得するためのネットワークサー
ビスを定義している。」（Digital Classist Wikiの和
訳）

DOIは論文や研究で用いられるデータセットのための識
別子だが、CTSは、古典作品のパッセージ（章や節）の
ための識別子を提供

https://wiki.digitalclassicist.org/Canonical_Text_Services
https://wiki.digitalclassicist.org/Canonical_Text_Services


Open Philology Project (Baumgardt et al. 
2014)
● ライプチヒ大学を中心に2013–2018年

に活動したプロジェクト（PI: Gregory 
Crane教授）

● OCR・HTR（手書きテキスト認識）、CTS、
ラテン語・ギリシア語のためのTEIエディ
タ、ラテン語・ギリシア語のための係り受け
解析エディタ、引用・引喩の機械探知、リン
クト・オープン・データ、デジタル・エディショ
ンのプラットフォームなど様々なツールの
開発を促進し、数多くの研究者・学生向け
のワークショップを開発した（発表者はそ
のうちのほとんどに参加）

Open Philologyコーパス開発の
ワークショップの風景（2017年7
月10日） 



最後に：欧州のDigital Humanitiesのプロジェクトでよく
言及されるFAIR原則

Findable
Accessible

Interoperable
Reusable

発見/検索可能

アクセス可能

相互運用可能

再利用可能

何人にも

フ
ェ
アな研究環境

相互に繋がるデジタル技術を通して、 
 
研究を研究者だけのものとせず、 
 
一般の方でも資料の閲覧・研究文献の 
 
引用をしながら研究成果を発表できる 
 
オープンな人文学へ 

デジタル研究基盤の
整備が必要

NBDC 研究チーム 2020 「データ共有の基準としてのFAIR原則」

https://biosciencedbc.jp/about-us/report/fair-principle/


デジタルインフラストラクチャの充実

DHを行うための様々なデジタルインフラストラクチャの充実

● デジタルインフラストラクチャプロジェクトで作られたツールなど
○ DARIAH-DE, DARIAH-EUなど (DARIAH: Digital Research Infrastructure for 

the Arts and Humanities) 
■ TextGrid
■ dariahTEACH

○ CERN・OpenAIRE
■ Zenodo

○ CLARIN-Dなど（CLARIN: Common Language Resources and Technology 
Infrastructure）

■ WebLicht （CLARIN-Dインフラストラクチャ、テュービンゲン大学）
■ WebAnno, INCEpTION (CLARIN-Dインフラストラクチャ、テュービンゲン大学）

● 通常の研究プロジェクトの助成で作られたツール
○ DFG 

■ ANNIS
■ CATMAなど多数

https://textgrid.de/en/
https://teach.dariah.eu/
https://zenodo.org/
https://weblicht.sfs.uni-tuebingen.de/weblichtwiki/index.php/Main_Page
https://webanno.github.io/webanno/
https://corpus-tools.org/annis/
https://catma.de/


DARIAH-DE, CLARIAH, そしてNFDI

ドイツにおける主要なデジタルインフラストラクチャプロジェクト

https://de.dariah.eu/en/home



NFDI: Nationale Forschungsdaten Infrastruktur

RUNDE 2 (2021/10-)

RUNDE 1 (2020/10-)

RUNDE 3 (2023/5-)



資料のデジタル化・デジタル人文学の参考書のご紹介

『人文学のためのテキ

ストデータ構築入門: 

TEIガイドラインに準

拠した取り組みにむけ

て』

文学通信：2022年、

3300円

『欧米圏デジタル

・ヒューマニ

ティーズの基礎

知識』

文学通信：2021

年、3080円

ウェブマガジン『人文情報学月報』で「欧米・中東デジタル・ヒューマニティーズ動向」連載中！ 

https://www.amazon.co.jp/-/en/%E4%B8%80%E8%88%AC%E8%B2%A1%E5%9B%A3%E6%B3%95%E4%BA%BA%E4%BA%BA%E6%96%87%E6%83%85%E5%A0%B1%E5%AD%A6%E7%A0%94%E7%A9%B6%E6%89%80/dp/490965884X/ref=sr_1_1?crid=11GBT2KDHR6UC&keywords=%E5%AE%AE%E5%B7%9D%E5%89%B5&qid=1666413580&qu=eyJxc2MiOiIyLjExIiwicXNhIjoiMC4wMCIsInFzcCI6IjAuMDAifQ%3D%3D&sprefix=%E5%AE%AE%E5%B7%9D%E5%89%B5%2Caps%2C376&sr=8-1
https://www.amazon.co.jp/-/en/%E4%B8%80%E8%88%AC%E8%B2%A1%E5%9B%A3%E6%B3%95%E4%BA%BA%E4%BA%BA%E6%96%87%E6%83%85%E5%A0%B1%E5%AD%A6%E7%A0%94%E7%A9%B6%E6%89%80/dp/490965884X/ref=sr_1_1?crid=11GBT2KDHR6UC&keywords=%E5%AE%AE%E5%B7%9D%E5%89%B5&qid=1666413580&qu=eyJxc2MiOiIyLjExIiwicXNhIjoiMC4wMCIsInFzcCI6IjAuMDAifQ%3D%3D&sprefix=%E5%AE%AE%E5%B7%9D%E5%89%B5%2Caps%2C376&sr=8-1
https://www.amazon.co.jp/-/en/%E4%B8%80%E8%88%AC%E8%B2%A1%E5%9B%A3%E6%B3%95%E4%BA%BA%E4%BA%BA%E6%96%87%E6%83%85%E5%A0%B1%E5%AD%A6%E7%A0%94%E7%A9%B6%E6%89%80/dp/490965884X/ref=sr_1_1?crid=11GBT2KDHR6UC&keywords=%E5%AE%AE%E5%B7%9D%E5%89%B5&qid=1666413580&qu=eyJxc2MiOiIyLjExIiwicXNhIjoiMC4wMCIsInFzcCI6IjAuMDAifQ%3D%3D&sprefix=%E5%AE%AE%E5%B7%9D%E5%89%B5%2Caps%2C376&sr=8-1
https://www.amazon.co.jp/-/en/%E4%B8%80%E8%88%AC%E8%B2%A1%E5%9B%A3%E6%B3%95%E4%BA%BA%E4%BA%BA%E6%96%87%E6%83%85%E5%A0%B1%E5%AD%A6%E7%A0%94%E7%A9%B6%E6%89%80/dp/490965884X/ref=sr_1_1?crid=11GBT2KDHR6UC&keywords=%E5%AE%AE%E5%B7%9D%E5%89%B5&qid=1666413580&qu=eyJxc2MiOiIyLjExIiwicXNhIjoiMC4wMCIsInFzcCI6IjAuMDAifQ%3D%3D&sprefix=%E5%AE%AE%E5%B7%9D%E5%89%B5%2Caps%2C376&sr=8-1
https://www.amazon.co.jp/-/en/%E4%B8%80%E8%88%AC%E8%B2%A1%E5%9B%A3%E6%B3%95%E4%BA%BA%E4%BA%BA%E6%96%87%E6%83%85%E5%A0%B1%E5%AD%A6%E7%A0%94%E7%A9%B6%E6%89%80/dp/490965884X/ref=sr_1_1?crid=11GBT2KDHR6UC&keywords=%E5%AE%AE%E5%B7%9D%E5%89%B5&qid=1666413580&qu=eyJxc2MiOiIyLjExIiwicXNhIjoiMC4wMCIsInFzcCI6IjAuMDAifQ%3D%3D&sprefix=%E5%AE%AE%E5%B7%9D%E5%89%B5%2Caps%2C376&sr=8-1
https://www.amazon.co.jp/-/en/%E4%B8%80%E8%88%AC%E8%B2%A1%E5%9B%A3%E6%B3%95%E4%BA%BA%E4%BA%BA%E6%96%87%E6%83%85%E5%A0%B1%E5%AD%A6%E7%A0%94%E7%A9%B6%E6%89%80/dp/4909658580/ref=sr_1_2?crid=11GBT2KDHR6UC&keywords=%E5%AE%AE%E5%B7%9D%E5%89%B5&qid=1666413580&qu=eyJxc2MiOiIyLjExIiwicXNhIjoiMC4wMCIsInFzcCI6IjAuMDAifQ%3D%3D&sprefix=%E5%AE%AE%E5%B7%9D%E5%89%B5%2Caps%2C376&sr=8-2
https://www.amazon.co.jp/-/en/%E4%B8%80%E8%88%AC%E8%B2%A1%E5%9B%A3%E6%B3%95%E4%BA%BA%E4%BA%BA%E6%96%87%E6%83%85%E5%A0%B1%E5%AD%A6%E7%A0%94%E7%A9%B6%E6%89%80/dp/4909658580/ref=sr_1_2?crid=11GBT2KDHR6UC&keywords=%E5%AE%AE%E5%B7%9D%E5%89%B5&qid=1666413580&qu=eyJxc2MiOiIyLjExIiwicXNhIjoiMC4wMCIsInFzcCI6IjAuMDAifQ%3D%3D&sprefix=%E5%AE%AE%E5%B7%9D%E5%89%B5%2Caps%2C376&sr=8-2
https://www.amazon.co.jp/-/en/%E4%B8%80%E8%88%AC%E8%B2%A1%E5%9B%A3%E6%B3%95%E4%BA%BA%E4%BA%BA%E6%96%87%E6%83%85%E5%A0%B1%E5%AD%A6%E7%A0%94%E7%A9%B6%E6%89%80/dp/4909658580/ref=sr_1_2?crid=11GBT2KDHR6UC&keywords=%E5%AE%AE%E5%B7%9D%E5%89%B5&qid=1666413580&qu=eyJxc2MiOiIyLjExIiwicXNhIjoiMC4wMCIsInFzcCI6IjAuMDAifQ%3D%3D&sprefix=%E5%AE%AE%E5%B7%9D%E5%89%B5%2Caps%2C376&sr=8-2
https://www.amazon.co.jp/-/en/%E4%B8%80%E8%88%AC%E8%B2%A1%E5%9B%A3%E6%B3%95%E4%BA%BA%E4%BA%BA%E6%96%87%E6%83%85%E5%A0%B1%E5%AD%A6%E7%A0%94%E7%A9%B6%E6%89%80/dp/4909658580/ref=sr_1_2?crid=11GBT2KDHR6UC&keywords=%E5%AE%AE%E5%B7%9D%E5%89%B5&qid=1666413580&qu=eyJxc2MiOiIyLjExIiwicXNhIjoiMC4wMCIsInFzcCI6IjAuMDAifQ%3D%3D&sprefix=%E5%AE%AE%E5%B7%9D%E5%89%B5%2Caps%2C376&sr=8-2
https://www.dhii.jp/DHM/


ドイツにおけるDHのまとめ

● プロジェクトの助成およびデジタルインフラストラクチャが充実している
● オープンサイエンス（論文と研究データを公開）が広く進んでいる
● 人文学の分野でも、オープンアクセスの論文が増えている
● 文献資料を公開するデジタルアーカイブおよび検索プラットフォームが増え

てきている
● 消滅の危機にある言語の分野でもデジタルアーカイブ化が進む
● 論文や研究データの識別子DOI 
● 画像・音声・動画の国際的相互運用枠組みのIIIF
● テキストデータの構造化の世界標準TEI
● データのやりとりをオープンにし、柔軟な検索を実現するLOD (RDF)
● 人工知能 (ChatGPTなど) の活用
● よりオープンでFAIRな研究環境

今回述べることができたのは、ドイツのDHのごく一端



ドイツにおけるDHに関する情報ブログ： DHd-Blog

https://dhd-blog.org/?p=12434


ありがとうございました！Vielen Dank!

https://somiyagawa.c

om/ (ホームページ1)

https://somiyagawa.d

e/ 

(ホームページ2) 

miyagawa.so.kb@u.ts

ukuba.ac.jp (Eメール)

https://somiyagawa.com/
https://somiyagawa.com/
https://somiyagawa.de/
https://somiyagawa.de/
mailto:miyagawa.so.kb@u.tsukuba.ac.jp
mailto:miyagawa.so.kb@u.tsukuba.ac.jp

